
－１６－ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊  

夏休み体験講座    <青 少 年 > <１ > 

～夏を飾るモビールづくり～  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊  

【 栗 原 公 民 館 】 

【 事業概要】                      

作り方の手順を説明した。二つ折りにする折り紙と四つ折りにする折り紙の上

に型紙を下書きする。下書きした形をハサミで切っていく。折り紙を内側になる

ように折り直し、黄色・青色を交互に重ねのりをのりしろに塗りバルーンを作る。

四角の紙を谷折りにおりゴンドラを作った。バルーンにひもをセロハンテープで

つけるとモビールが完成した。  

 

日 時  令 和 ４ 年 ７ 月 ３ ０ 日（ 土 ）午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 小 学 生 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

講 師  新 座 市 福 祉 の 里 図 書 館 職 員  新 井  紀 子  

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊  

夏休み体験講座２    <青 少 年 ><２ > 

～キャンドルを作ろう～「海の香ＢＯＸ」  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊  

【 栗 原 公 民 館 】 

【 事業概要】  

海の香ＢＯＸは、台紙に貝殻とアロマストーンをデザインする。デザインが出

来たらロウを流す。キューブを全体に入れる。ロウが固まる前に、アロマストー

ンに精油を垂らした。もう一つは、地球儀キャンドルを作った。  

 

日 時  令 和 ４ 年 ８ 月 ６ 日 （ 土 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 小 学 生 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  ９ 人  

参 加 費  材 料 費 ３ ０ ０ 円  

講 師  キ ャ ン ド ル 講 師  小 林  ユ キ ノ  

 

 

①   



－１６－ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

          書 き 初 め 教 室    <青 少 年 ><３ > 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

今 年 の 課 題 は 、 ３ 年 生 「 し ぜ ん 」、 ４ 年 生 「 な の 花 」、 ５ 年 生 「 明 る い

声 」、 ６ 年 生 「 緑 の 大 地 」 だ っ た 。 講 師 、 ア シ ス タ ン ト ３ 人 で 教 え て い

た だ い た 。名 前 の 書 き 方 も 教 え て も ら い 、学 校 に 提 出 す る 作 品 を 書 き 上

げ て い た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 １ ２ 月 ２ ４ 日（ 土 ）午 前 １ ０ 時 ３ ０ 分 ～ １ １ 時

３ ０ 分 （ １ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 小 学 ３ ～ ６ 年 生 ／ １ ６ 人  

参 加 者 数  １ ６ 人  

講 師  公 益 財 団 法 人 日 本 習 字 教 育 財 団  教 授  田 尻  蓉 子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  



－１６－ ③  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          お は な し 会     <青 少 年 ><４ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

 １ １ 月 は 、１ ２ 日 に 開 催 を 予 定 し て い た が 、当 日 は 公 民 館 ま つ り が 開

催 さ れ た た め 、 公 民 館 ま つ り の 中 で の 開 催 と な っ た 。 ８ 月 、 １ ２ 月 、 １

月 は ス ペ シ ャ ル と し て 開 催 し た 。毎 回 た く さ ん の 子 ど も た ち が お は な し

会 を 楽 し み に 参 加 し て い た 。毎 回 、子 ど も た ち に お は な し 会 終 了 後 パ ン

ダ の シ ー ル や 折 り 紙 で 作 っ た 独 楽 や カ エ ル な ど を プ レ ゼ ン ト し 、子 ど も

た ち は 喜 ん で 帰 っ た 。  

期 間  
令 和 ４ 年 ４ 月 ９ 日 ～ 令 和 ５ 年 ３ 月 １ １ 日 の 土 曜 日（ 計 ９

回 ） （ 計 ４ 時 間 ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 幼 児 又 は 小 学 生 及 び そ の 保 護 者 ／ ２ ０ 人  

参 加 者 数  延 べ 参 加 者 数 １ ６ ５ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
４月  ９日（土） 

午後３時～３時３０分 

はるのファンタジー、絵本、紙芝居、パ

ネルシアター、スケッチブックシアター  

お は な し

グ ル ー プ

ほたる  

２  
 ５月１４日（土） 

午後３時～３時３０分 

絵 本 、紙 芝 居 、パ ネ ル シ ア タ ー 、大

型 絵 本 、 ス ケ ッ チ ブ ッ ク シ ア タ ー  

３  
 ６月１１日（土） 

午後３時～３時３０分 

え ほ ん 、大 型 絵 本 、紙 芝 居 、ス ケ ッ

チ ブ ッ ク シ ア タ ー 、パ ネ ル シ ア タ ー  

４  
 ７月１６日（土） 

午後３時～３時３０分 

絵 本 、紙 芝 居 、大 型 絵 本 、ス ケ ッ チ

ブ ッ ク シ ア タ ー 、 パ ネ ル シ ア タ ー  

５  
９月１０日（土） 

午後３時～３時３０分 

絵 本 、紙 芝 居 、パ ネ ル シ ア タ ー 、大

型 絵 本  

６  
１０月  ８日（土） 

午後３時～３時３０分 

大 型 絵 本 、え ほ ん 、手 あ そ び 、ソ ン

グ シ ア タ ー 、 ペ ー プ サ ー ト  

７  
１１月１２日（土） 

午後３時～３時３０分 

大 型 絵 本 、紙 芝 居 、え ほ ん 、手 あ そ

び 、 ブ ラ ッ ク パ ネ ル シ ア タ ー  

８  
 ２月１８日（土） 

午後３時～３時３０分 

“ パ ン ダ ち ゃ ん ”登 場 、え ほ ん 、紙

芝 居 、 パ ネ ル シ ア タ ー 、 大 型 絵 本  

９  
 ３月１１日（土） 

午後３時～３時３０分 

大 型 絵 本 、紙 芝 居 、手 あ そ び 、え ほ

ん 、 パ ネ ル シ ア タ ー  

  

 

 

 

  

 



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

     お は な し 会 夏 休 み ス ペ シ ャ ル  <青 少 年 ><５ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 大 型 絵 本 、 手 あ そ び う た 、 紙 芝 居 、 パ ネ ル シ ア タ ー を 行 っ た 。 お は な

し 会 終 了 後“ さ か な つ り ” あ そ び を 行 い 、 釣 り 竿 は 園 芸 用 の 支 柱 で 先 に

糸 を 付 け 、針 の 代 わ り に 磁 石 を 付 け 、魚 を 釣 り 上 げ て い た 。 釣 り 上 げ た

魚 の 中 か ら ２ 匹 を プ レ ゼ ン ト し 、 紙 で 作 っ た メ ダ ル も プ レ ゼ ン ト し た 。

小 学 生 以 下 の 子 ど も に は パ ン ダ の シ ー ル を プ レ ゼ ン ト し た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 ８ 月 １ ３ 日 （ 土 ） 午 後 ３ 時 ～ ３ 時 ３ ０ 分  

（ ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 幼 児 又 は 小 学 生 及 び そ の 保 護 者 ／ ２ ０ 人  

参 加 者 数  ９ 人  

講 師  お は な し グ ル ー プ ほ た る  

 

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

   お は な し 会 ク リ ス マ ス ス ペ シ ャ ル  <青 少 年 ><６ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 ク リ ス マ ス に ち な ん だ プ ロ グ ラ ム で 手 あ そ び 、ブ ラ ッ ク パ ネ ル シ ア タ

ー 、 大 型 絵 本 、 え ほ ん 、 パ ネ ル シ ア タ ー を 行 い 、 お は な し 会 終 了 後 小 学

生 以 下 の 子 ど も に は 、パ ン ダ の シ ー ル 、折 り 紙 で 折 っ た サ ン タ ク ロ ー ス

な ど を プ レ ゼ ン ト し た 。 参 加 者 は プ レ ゼ ン ト を も ら い 喜 ん で 帰 っ た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ０ 日 （ 土 ） 午 後 ３ 時 ～ ３ 時 ３ ０ 分  

（ ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 幼 児 又 は 小 学 生 及 び そ の 保 護 者 ／ ２ ０ 人  

参 加 者 数  １ ３ 人  

講 師  お は な し グ ル ー プ ほ た る  

 

 

④  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

     お は な し 会 お 正 月 ス ペ シ ャ ル  <青 少 年 ><７ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 お 正 月 に ち な ん だ プ ロ グ ラ ム で 、“ お 獅 子
し し

と う じ ょ う ”、手 あ そ び 、 パ

ネ ル シ ア タ ー 、 紙 芝 居 、 大 型 絵 本 、 う た 等 を 行 い 、 お は な し 会 終 了 後 、

小 学 生 以 下 の 子 ど も に 折 り 紙 で 折 っ た 独 楽 、万 華 鏡 、パ ン ダ の シ ー ル を

プ レ ゼ ン ト し た 。 子 ど も た ち は プ レ ゼ ン ト を も ら い 喜 ん で 帰 っ た 。  

 

日 時  
令 和 ５ 年 １ 月 １ ４ 日 （ 土 ） 午 後 ３ 時 ～ ３ 時 ３ ０ 分  

（ ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 幼 児 又 は 小 学 生 及 び そ の 保 護 者 ／ ２ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ０ 人  

講 師  お は な し グ ル ー プ ほ た る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  



－１６－ ⑥  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

         め だ か 学 級      <成 人 ><８ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

２ ～ ３ 歳 児 が 集 ま ら ず 、館 内 に 来 館 さ れ る 方 に 声 を 掛 け て ８ 人 の 受 講

者 に な っ た 。  

コ ロ ナ 禍 後 、連 続 講 座 ・ 保 育 付 き 講 座 の 難 し さ を 考 え る め だ か 学 級 と

な っ た 。 お は な し 会 は 、 受 講 者 も 終 わ る 頃 は 、表 情 が 柔 ら か く な り ２ 回

目 の カ メ ラ ・ ス マ ホ 教 室 は 、 受 講 者 同 志 が 仲 良 く な っ た 。  

３ 回 目 は 、「 育 児 の モ ヤ モ ヤ 、 イ ラ イ ラ し た 悩 み を 話 そ う 」 で は 、 育

児 を し て い る と イ ラ イ ラ し て モ ヤ モ ヤ す る こ と は 、育 児 に つ き も の と 話

し あ っ た 。  

子 育 て は 、子 ど も が 自 立 し て い く こ と を 見 守 り 子 ど も の 自 己 肯 定 感 を

育 て お 母 さ ん か ら 今 の あ り の ま ま を 受 け 入 れ る こ と で 、人 と よ り 良 い 人

間 関 係 を 保 ち 大 人 へ と 成 長 す る こ と を 学 ん だ 。  

乳 幼 児 期 に 心 の 栄 養 ・ 健 全 な 愛 情 を 与 え る 、子 ど も は 家 庭 で 育 つ 等 人

と 良 く 生 き る た め に 家 庭 教 育 の 在 り 方 を 学 ん だ 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 ５ 月 １ ２ 日・１ ９ 日・２ ６ 日 の 木 曜 日（ 計 ３ 回 ） 

（ 計 ４ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の ２ 、 ３ 歳 児 と そ の 保 護 者 ／ １ ０ 組  

参 加 者 数  １ ０ 組 ２ ０ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ２ １ 人  

保 育 人 数  延 べ 保 育 人 数 １ 人  

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
５月１２日（木）  

午前１０時～正午  
おはなし会  

おはなしグループほたる  

小林  路美子  

２  
５月１９日（木）  

午前１０時～正午  
カ メ ラ ・ ス マ ホ 教 室  

こはるびよりふぁとスタジオ   

高 嶋  つぐみ  

３  
５月２６日（木）  

午前１０時～正午  

育 児 の モ ヤ モ ヤ し た

悩 み を 話 そ う  

公益社団法人スコーレ家庭

教育振興協会  

渡部  幸枝  

 

 

 

 

 

 



－１６－ －１６－⑦  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

絵 画 を 学 ぶ ～ 色 鉛 筆 で 描 こ う ～  <成 人 ><９ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

１ 回 目 「 色 鉛 筆 を 知 り ま し ょ う 」 は 、 ３ 原 則 で 重 ね る 技 術 （ 青 色 ・ 黄

色 ・ 赤 色 ） を 使 う 。  

色 鉛 筆 は 、手 首 を 使 っ て 柔 ら か く い ろ い ろ な 方 向 で 描 く こ と や サ ッ シ

ュ デ ッ サ ン の 技 法 を 学 ん だ 。  

２ 回 目「 作 品 を 描 い て み よ う 」 は 、 さ く ら ん ぼ の 絵 を デ ッ サ ン し 彩 色

し た 。  

仕 上 り が ４ ０ 時 間 以 上 か か る た め 、色 鉛 筆 の 続 き を 希 望 す る 方 が 多 く 、

講 座 終 了 後 に 「 栗 原 森 の 会 」 の 名 称 で サ ー ク ル が で き た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ０ 日 ・ ２ ７ 日 の 水 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

（ 計 ４ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ２ ０ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
７月２０日（水） 

午前１０時～正午  
色鉛筆を知りましょう  

アトリエ志らべ  

森  志らべ  ２  
 ７月２７日（水） 

午前１０時～正午  
作 品 を 描 い て み よ う  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

    絵 画 を 学 ぶ ２ ～ 絵 手 紙 を 描 こ う ～  <成 人 ><１ ０ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 始 め に 、 絵 手 紙 を 描 く ポ イ ン ト 、 構 図 、 着 彩 、 輪 郭 線 を 説 明 し 、 絵 の

描 き 方 等 の 指 導 を し て い た だ き 描 き 上 げ た 。最 後 に 、講 師 が 各 テ ー ブ ル

を 回 り 出 来 上 が っ た 作 品 を 見 て 好 評 を 頂 い た 。  

 

日 時  令 和 ４ 年 １ ２ 月 ３ 日 （ 土 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ２ 人  

参 加 者 数  ９ 人  

参 加 費  材 料 費 ５ ０ 円  

講 師  栗 原 公 民 館 サ ー ク ル 彩 真 会 講 師  渡 部  眞 介  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

     暮 ら し の 講 座 ～ 春 の ブ ロ ー チ ～  <成 人 ><１ １ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

申 込 開 始 日 で す ぐ に 定 員 満 了 に な っ た 。ブ ロ ー チ 作 り が 初 め て の 方 や

公 民 館 講 座 に 初 め て 参 加 し た 方 が 受 講 し た 。「 手 先 に 集 中 す る こ と が な

か っ た の で 、 活 脳 に 良 か っ た 。 は じ め て の ブ ロ ー チ 作 り と し て 、オ リ ジ

ナ ル の す て き な ブ ロ ー チ が で き た 。こ の よ う な 講 座 が あ っ た ら 参 加 し た

い 。 自 分 だ け の ブ ロ ー チ を 大 切 に し た い 。 」 等 の 感 想 が あ っ た 。 ブ ロ ー

チ 作 り は 、ビ ー ズ を 付 け る 作 業 に 細 か い 点 が あ る た め 難 し い 作 業 も あ っ

た 。作 り 手 の 個 性 が 出 る よ う に 基 本 を 押 さ え な が ら 一 人 一 人 丁 寧 に 指 導

さ れ 受 講 者 が 集 中 し て ブ ロ ー チ を ２ 時 間 で 仕 上 げ る こ と が で き た 。講 座

終 了 後 、 講 師 が 所 属 し て い る サ ー ク ル「 パ ッ チ ワ ー ク の 会 」 へ の 入 会 希

望 者 が い た 。  

 

日 時  令 和 ４ 年 ５ 月 １ ３ 日 （ 金 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

参 加 費  材 料 費 ５ ０ ０ 円  

講 師  パ ッ チ ワ ー ク 講 師  金 井  京 子  

⑧  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊   

暮 ら し の 講 座    <成 人 ><１ ２ >  

～ う さ ぎ の お 雛 様 と ぼ ん ぼ り 作 り ～         
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

１ 週 目 は 、う さ ぎ の お 雛
ひ な

様 を 作 っ た 。 う さ ぎ の 顔 は 、目 に ビ ー ズ を 入  

れ 、 赤 い 糸 で 縫 い 、 う さ ぎ の 胴 体 ま で 仕 上 げ た 。 も う 1 体 は 、 宿 題 と な

っ た 。  

２ 週 目 は 、 前 回 の 続 き と ぼ ん ぼ り を 作 っ た 。 仕 上 が ら な か っ た た め 、

持 ち 帰 り と な っ た 。  

 

期 間  
令 和 ５ 年 １ 月 １ ０ 日 ・ ２ ４ 日 の 火 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

（ 計 ４ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 費  材 料 費 ５ ０ ０ 円  

参 加 者 数  １ ０ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ２ ０ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
１月１０日（火）  

午前１０時～正午  う さ ぎ の お 雛 様 と ぼ ん ぼ

り作り  

栗原公民館ふくろうの

会サークル講師  

三ツ矢  美代子  ２  
１月２４日（火）  

午前１０時～正午  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

     世 界 の 文 学 を 通 し て の 人 間 探 求  <成 人 ><１ ３ > 

～ 加 藤  周 一 ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

 今 回 は 、評 論 家 、小 説 家 で あ り 、 医 師 で あ る 加 藤 周 一 に つ い て の 講 義

を し て い た だ く 。  

 「 文 学 と は 何 か 」、「 戦 前 社 会 と 戦 後 の 経 験 」、「 雑 種 文 化 論 」、「 日 本 文

化 に お け る 時 間 と 空 間 」 な ど を 講 義 し て い た だ い た 。  

 参 加 者 か ら は 、「 あ ま り 今 ま で 触 れ て こ な か っ た 分 野 で 興 味 深 い も の

だ っ た 」、「 金 子 先 生 の 講 座 は 分 か り や す い の で 次 回 も お 願 い す る 」な ど

の 感 想 が あ っ た 。  

 

期 間  
令 和 ５ 年 ２ 月 １ ０ 日・１ ７ 日・２ ４ 日 の 金 曜 日（ 計 ３ 回 ） 

（ ６ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ７ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ６ ８ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
２月１０日（金）  

午前１０時～正午  

文学とは何か  

戦前社会と戦争の経験  

戦争直後の評論活動  

西洋「見物」  

明 治 大 学 非 常 勤

講師  金子  元  
２  

２月１７日（金）  

午前１０時～正午  

雑 種 文 化 論  

感 覚 と 理 性  

蓄 積 の １ ０ 年  

ト ー タ ル な 思 想 史 の 試 み  

３  
２月２４日（金）  

午前１０時～正午  

美 術 へ の 眼 差 し  

日 本 文 化 に お け る 時 間 と 空 間  

加 藤 周 一 の 土 着 思 想 論 と 丸 山

眞 男 の 古 層 論  

 

 

 

 

⑩  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

           歴 史 に 学 ぶ     <成 人 ><１ ４ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

１ 回 目 は 、高 麗 郡 は な ぜ 誕 生 し た か 、高 麗 郡 ・ 新 羅 郡 設 置 の 歴 史 的 背

景 に つ い て 講 義 し て い た だ く 。  

 ２ 回 目 は 、武 蔵 野 の 移 り 遷 わ り － 草 原 か ら 雑 木 林 へ ー 、新 座 の 歴 史 を

彩 っ た 著 名 人 に つ い て 講 義 し て い た だ く 。  

 新 座 の 歴 史 を 彩 っ た 著 名 人 で は 新 座 を 訪 れ た 文 学 者 た ち で 俳 人・小 林

一 茶 の 『 草 津 道 の 記 』、 平 林 寺 を 訪 れ た 文 学 者 た ち 、 大 谷 羊 太 郎 の ミ ス

テ リ ー 『 ス タ ジ オ の 怪 事 件 』 に つ い て 講 義 し て い た だ く 。  

 受 講 者 か ら は 、「 自 分 た ち が 住 ん で い る 新 座 市 の 話 な の で 興 味 深 か っ

た 。郷 土 愛 が 増 し た 」、「 新 座 の 歴 史 を 知 る こ と が で き た 。説 明 は 詳 し く

参 考 に な っ た 」 な ど の ア ン ケ ー ト が 寄 せ ら れ た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 １ ０ 月 ４ 日 ・ １ １ 日 の 火 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

（ 計 ４ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ３ ０ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ５ ７ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
１０月４日（火）  

午前１０時～正午  
高麗郡と新羅郡の歴史  

大東文化大学教授  

宮瀧  交二  
２  

１０月１１日（火） 

午前１０時～正午  
新座の文学散歩  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪  



－１６－ －１６－⑫  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          万 葉 集 を よ む ２    <成 人 ><１ ５ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

第 １ 回 は 前 期（ 昨 年 度 ）の ま と め 、第 ２ 回 か ら 第 ４ 回 ま で は 前 回 の ま

と め を 最 初 に 講 義 し て い た だ き 、 そ の 後 、 今 回 の テ ー マ 「 挽 歌 」 に つ い

て 講 義 し て い た だ い た 。  

 参 加 者 か ら は 、「 当 時 の 時 代 背 景 の 説 明 が あ り 理 解 が 深 ま っ た 」、「 万

葉 集 を ひ も 解 い て み る 意 欲 が 出 て き た 」 な ど の 声 を 頂 い た 。  

 講 師 の 林 先 生 の 講 座 に 参 加 し た い と い う 人 が 多 く 、欠 席 者 も 少 な か っ

た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 ５ 月 ２ ４ 日 ～ ６ 月 １ ４ 日 の 毎 週 火 曜 日 （ 計 ４

回 ） （ 計 ８ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ８ 人 、 延 べ 参 加 者 数 １ ０ ６ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
５月２４日（火）  

午前１０時～正午  

巻第二「挽歌」  
学習院大学講師  

林  東洋  

２  
５月３１日（火）  

午前１０時～正午  

３  
６月  ７日（火）  

午前１０時～正午  

４  
６月１４日（火）  

午前１０時～正午  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          徳 川 家 康 人 と 思 想   <成 人 ><１ ６ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

今 回 は 、 ４ 回 に 分 け て 徳 川 家 康 に つ い て 講 義 し て い た だ い た 。  

 ２ 回 目 か ら は 前 回 の お さ ら い を し て 、そ の 後 、当 日 の 講 義 を し て い た

だ く 。  

 参 加 者 か ら は 、「 こ の 講 座 を 通 し て 、 江 戸 時 代 は 何 だ っ た の か を 歴 史

の 流 れ の 中 で 考 え る 視 点 を 学 ぶ こ と が で き た 」、「 自 分 の 知 ら な い 家 康 が

分 か っ た 」 な ど の 感 想 が あ っ た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 ９ 月 ２ 日 ～ ３ ０ 日 の 金 曜 日 （ 計 ４ 回 ）  

（ 計 ８ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ９ 人 、 延 べ 参 加 者 数 １ ０ ５ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
９月２日（金）  

午前１０時～正午  

「多様な家康のイメージ」、「戦

国時代とは何か」、「松平家の自

出」、「苦難の幼少期」  

明治大学非常勤

講師  金子  元  

２  
９月９日（金）  

午前１０時～正午  

「 松 平 家 の 独 立 」、「 織 田 ・ 松

平 同 盟 の 軌 跡 」、「 織 田 軍 の 力

の 秘 密 」、「 本 能 寺 の 変 と「 神

君 伊 賀 越 え 」」  

３  
９月１６日（金）  

午前１０時～正午  

「秀吉の天下取り」、「豊臣政権

の特質」、「豊臣政権下の家康」 

４  
９月３０日（金）  

午前１０時～正午  

「秀吉没後の豊臣政権」、「関ケ

原の戦い」、「大坂の陣」、「徳

川幕藩体制とは何だったのか」  

 

 

 

 

 

 

⑬  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

歴 史 人 物 に 学 ぶ   <成 人 ><１ ７ >  

～ 鎌 倉 幕 府 を 支 え た 武 蔵 武 士 ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

第 １ 回 で は 、「 流 人 ・ 源 頼 朝 の 最 大 の 支 援 者 だ っ た の は 比 企 尼 」、「 鎌

倉 殿 ・ 頼 朝 は 恩 に 報 い 、 比 企 一 族 を 大 切 に す る 」、「 比 企 一 族 は 頼 朝 と 最

も 深 い 関 係 だ っ た 」、「 頼 朝 の 願 い に 反 し 、比 企 一 族 は 北 条 氏 に 滅 ぼ さ れ

た 」 に つ い て 、 第 ２ 回 で は 、「 秩 父 平 氏 の 嫡 流 ・ 重 忠 の 出 自 」、「 重 忠 の

初 陣 と 源 平 合 戦 等 の 軍 功 」、「 重 忠 の 苦 悩 と 最 期 」、「 後 世 に 及 ぼ し た 影 響 」、

第 ３ 回 で は 、「 源 頼 朝 は 北 条 政 子 を 妻 と し た こ と に よ り 天 下 人 に 」、「 北

条 時 政 、 義 時 の 陰 謀 と 政 子 の 関 与 は ？ 」、「 存 亡 の 危 機 「 承 久 の 乱 」 で 発

揮 さ れ た 政 子 の 政 治 力 」、「 姉 弟 は 北 条 執 権 政 治 の 礎 を 築 き そ の 後 の 北 条

氏 は 善 政 を 敷 く 」 に つ い て 講 義 し て い た だ い た 。  

 参 加 者 か ら は 、「 Ｎ Ｈ Ｋ 大 河 ド ラ マ 「 鎌 倉 殿 の １ ３ 人 」 の 放 映 時 で 本

当 に タ イ ミ ン グ の 良 い 講 座 だ っ た 」、「 鎌 倉 時 代 が よ く 分 か っ た 」等 の 感

想 が あ っ た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 ・ ２ ９ 日 、 １ ２ 月 ６ 日 の 火 曜 日  

（ 計 ３ 回 ） （ 計 ６ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ８ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ７ ４ 人  

 

【 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
１１月２２日（火） 

午前１０時～正午  
比企一族  

読売・日本テレビ文化

センター講師  

鈴木  貞夫  

２  
１１月２９日（火） 

午前１０時～正午  
畠 山 重 忠  

３  
１２月６日（火）  

午前１０時～正午  
北条義時と姉・政子  

 

  

 

 

 

 

⑭  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          論 語 を 学 ぶ １ ２   <成 人 ><１ ８ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

 第 １ 回 は 、 一 昨 年 の ま と め 「 疾 病 」、「 憂 患 」、「 死 」 に つ い て 講 義 し て

い た だ き 、 今 回 の 本 文 「 戦 乱 」 に つ い て 講 義 し て い た だ く 。  

 第 ２ 回 は 、 前 回 の ま と め の 後 、「 民 」 に つ い て 講 義 し て い た だ く 。  

 第 ３ 回 は 、 前 回 の ま と め の 後 、「 民 （ 続 き ）」 に つ い て 講 義 し て い た だ

く 。  

 第 ４ 回 は 、 今 期 の ま と め 「 戦 乱 」、「 民 」 の 後 、「 民 （ 続 き ）、 政 」 に つ

い て 講 義 し て い た だ く 。  

 受 講 者 か ら は 、「 講 義 が 充 実 し 、 話 も 大 変 楽 し く 受 講 で き た 」、「 学 生

時 代 を 思 い 起 さ せ て く れ た 。学 生 時 代 漢 文 が 苦 手 だ っ た の で 受 け て 見 た

か っ た 」 な ど の 感 想 を 頂 い た 。  

 

期 間  
令 和 ５ 年 ２ 月 ７ 日 ・ １ ４ 日 ・ ２ ８ 日 、３ 月 ７ 日 の 火 曜 日  

（ 計 ４ 回 ） （ 計 ８ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ３ ０ 人  

参 加 者 数  ２ ８ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ９ １ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
２月  ７日（火）  

午前１０時～正午  
戦乱  

学習院大学講師  

林  東洋  

２  
２月１４日（火）  

午前１０時～正午  
民  

３  
２月２８日（火）  

午前１０時～正午  
民 （ 続 き ）  

４  
３月  ７日（会）  

午前１０時～正午  
民 （ 続 き ）、 政  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

    街 歩 き ～ 中 世 の 面 影 を 歩 く ～  <成 人 ><１ ９ >  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 栗 原 ・ 石 神 ・ 野 寺 地 区 の 名 所 ・ 旧 跡 を 説 明 し て も ら い な が ら 歩 い た 。

参 加 者 か ら は 、「 自 分 の 住 ん で い る こ ん な 近 く に 良 い 所 が 沢 山 あ っ た こ

と に 驚 い た 」、「 身 近 な 近 所 の 歴 史 を 知 る こ と が で き て よ か っ た 」な ど の

意 見 を 頂 い た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ６ 日 （ 土 ） 午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～ 正 午  

（ ２ 時 間 ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  ９ 人  

講 師  新 座 市 観 光 ボ ラ ン テ ィ ア ガ イ ド 協 会  

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

    ク リ ス マ ス キ ャ ン ド ル を 作 ろ う  <成 人 ><２ ０ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

ボ タ ニ カ ル キ ャ ン ド ル と は ど う い う も の な の か を 説 明 し 、ド ラ イ フ

ラ ワ ー や プ リ ザ ー ブ ド フ ラ ワ ー 、草 木 な ど の 花 材 を キ ャ ン ド ル の 隙 間

に 配 置 し た 。型 に ロ ウ を 流 し 、膜 が 張 る ま で 固 め 、水 に 浸 け て 冷 や し 、

キ ャ ン ド ル を 取 り 出 し て 完 成 さ せ た 。 ボ タ ニ カ ル ラ ン タ ン は 、 シ リ コ

ン の 溝 に 花 材 を 入 れ 、 ロ ウ を 流 し 冷 め た ら 水 で 冷 や し 、 型 か ら 出 す 。

Ｌ Ｅ Ｄ ラ ン プ を 使 用 し 、ラ ン プ シ ェ ー ド の よ う な 温 か い 雰 囲 気 が 醸 し

出 さ れ た 。 ク リ ス マ ス キ ャ ン ド ル 作 り は 、 デ ザ イ ン が き れ い で 美 し く

飾 っ て お く だ け で 素 敵 な 作 品 に な っ た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ０ 日（ 土 ）午 前 １ ０ 時 ～ １ １ 時 ３ ０ 分  

（ １ 時 間 ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  ７ 人  

参 加 費  材 料 費 ２ ， ０ ０ ０ 円  

講 師  キ ャ ド ル 講 師  小 林  ユ キ ノ  

⑯  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

    Ｃ Ｏ ２ 削 減 ～ み ど り の カ ー テ ン ～  <一 般 ><２ １ > 

ハ ー ブ 石 鹸 を 作 ろ う ！  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 環 境 に 良 い ハ ー ブ 石 け ん を 作 っ た 。ハ ー ブ 石 け ん は 、化 学 物 質 を 含 ま

な い 安 全 で 肌 荒 れ を 起 こ さ ず 体 や 環 境 に や さ し い 無 添 加 の 石 け ん で あ

る こ と を 学 ん だ 。作 り 方 は 、石 け ん 粉 に ハ ー ブ 水 を 入 れ て 袋 の 中 で も み

こ み 、オ イ ル・は ち み つ が 交 ざ り あ う よ う に 加 え 、ひ と ま と め に 固 め た 。

石 け ん を ま と め 好 き な 形 を 作 り ハ ー ブ で 飾 り を 付 け た 。最 後 に 、オ リ ー

ブ オ イ ル を 表 面 に 塗 り 直 射 日 光 の 当 た ら な い 風 通 し の 良 い 場 所 で 、約 １

か 月 間 し っ か り 乾 燥 さ せ る 。「 ハ ー ブ 石 け ん は 、自 宅 で も 作 っ て み た い 。

ゴ ー ヤ を 植 え て も 育 っ て な か っ た の で 、今 日 、教 え て い た だ い た よ う に

植 え た い 」 な ど の 感 想 が あ っ た 。  

日 時  令 和 ４ 年 ６ 月 ２ １ 日 （ 火 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

参 加 費  材 料 費 ５ ０ ０ 円  

講 師  

環 境 ま ち づ く り 地 域 協 議 会 i n に い ざ  櫻  博 子  

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 コ ミ ュ ニ テ ィ ガ ー デ ン 協 会  小 山  悦

子  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

         ス マ ー ト フ ォ ン を 学 ぶ  <一 般 ><２ ２ >  

～ ス マ ー ト フ ォ ン を 使 っ て 防 災 対 策 を 学 ぼ う ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ ス マ ホ ・ ケ ー タ イ 安 全 教 室 防 災 対 策 コ ー ス で 、 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 認

定 講 師 １ 人 、 ア シ ス タ ン ト １ 人 に 講 義 し て い た だ く 。 基 本 編 、 活 用 編

を 講 義 し て い た だ く 。 受 講 者 か ら は 「 今 ま で 漠 然 と 使 っ て い た ス マ ホ

を 再 認 識 で き た 」、 「 音 声 で の 文 字 入 力 を 知 ら な か っ た の で 便 利 だ と

思 っ た 」 な ど の 意 見 を 頂 い た 。  

日 時  令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ６ 日 （ 火 ） 午 後 ２ 時 ～ ４ 時 （ ２ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  
市 内 在 住 又 は 在 勤 の お お む ね ６ ０ ～ ７ ０ 代 の 方 ／ １ ０

人  

参 加 者 数  ７ 人  

講 師  Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株 式 会 社 認 定 講 師  

⑰  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

四 季 を 学 ぶ お 正 月 飾  <一 般 ><２ ３ > 

～ 折 り 紙 で 門 松 と 祝 鶴 を 折 ろ う ～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

門 松 の 折 り 方 を 説 明 し な が ら 門 松 を 折 っ た 。 次 に 、 祝 鶴 を 折 っ た 。早

く 折 り あ が っ た の で 、翌 年 の 干 支 の う さ ぎ を 教 え て い た だ き 折 る こ と が

で き た 。「 う さ ぎ の 顔 を 講 師 に 書 い て も ら っ た 」「 可 愛 い 動 物 を 教 え て も

ら い た い 。 難 し い 箇 所 が あ っ た が で き た 」 と の 意 見 が あ っ た 。  

 

日 時  令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ４ 日（ 水 ）午 前 １ ０ 時 ～ 正 午（ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ ５ 人  

参 加 者 数  ７ 人  

参 加 費  材 料 費 ５ ０ ０ 円  

講 師  日 本 折 紙 協 会 講 師  本 多  秀 子  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 四 季 を 学 ぶ      <一 般 ><２ ４ >  

～ フ ラ ワ ー ア レ ン ジ メ ン ト で 作 る お 雛 様 ～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

フラワーアレンジメントの花 器 を作 る。花 器 に使 う包 装 紙 のキャンディ包 みやリ

ボンを習 う。モールでリボンを結 んだ。フラワーアレンジメントに使 用 するゆり・トル

コ桔 梗 ・カーネーション ・スイトピー・ヒペリカム ・ルスカス・かすみ草 など花 材 を説

明 し、特 徴 を講 師 から教 わった 。たっぷり水 を吸 水 させた吸 水 スポンジにルスカ

スを 2 、3 本 切 り斜 めに挿 し、メインのゆりを切 り分 けた。空 間 と位 置 や高 さや花

の持 つバランスを見 ながら花 の長 さや向 きを変 えて仕 上 げていった。次 にサブの

花 を挿 し、最 後 に小 花 などを挿 し、立 体 的 に仕 上 げフラワーアレンジメントを完

成 させた。  

日 時  令 和 ５年 ２月 ２２日 （水 ）午 前 １０時 ～正 午 （２時 間 ）  

対 象 ／定 員  市 内 在 住 又 は在 勤 の方 ／１０人  

参 加 者 数  １０人  

参 加 費  材 料 費 1 , 5 0 0 円  

講 師  公 益 財 団 法 人 日 本 フラワーデザイナー協 会  斯 波  直 美  

⑱  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

         多 肉 植 物 の 箱 庭 づ く り  <一 般 ><２ ５ > 

～ 小 さ な お 庭 を 作 り ま せ ん か ～                        
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

 多 肉 植 物 の 箱 庭 を 作 る 前 に 多 肉 植 物 や 土 ・ 置 き 場 所 ・ 水 や り を 説 明 し

た 。箱 庭 作 り で は 、箱 に 多 肉 植 物 用 の 土 を 入 れ て 平 ら に し オ ー ナ メ ン ト

を 飾 り 、 秋 に 紅 葉 し て い く 火 祭 ・ オ ー ロ ラ な ど を 植 え た 。 作 り 方 は 、 資

料 を 参 考 に 作 っ た 。「 ま た 、 こ の よ う な 講 座 を 企 画 し て ほ し い 。 ハ ン キ

ン グ バ ス ケ ッ ト 学 び た い 」 な ど の 意 見 を 頂 い た 。  

 

日 時  令 和 ４ 年 ８ 月 ２ ６ 日 （ 金 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ １ ２ 人  

参 加 者 数  １ １ 人  

参 加 費  材 料 費 ２ ， ５ ０ ０ 円  

講 師  
一 般 社 団 法 人 日 本 ハ ン キ ン グ バ ス ケ ッ ト 協 会 公 認 講 師  

大 塚  敦 子  

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

            朗 読 を 学 ぶ     <一 般 ><２ ６ >  

～ 新 座 の 民 話 を 体 験 し よ う ～                       
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

マ ス ク を 着 用 し な が ら 、 声 を 出 し て 発 音 の 基 本 練 習 を 行 っ た 。「 コ ロ

ナ 禍 で 声 を 出 す こ と が な く な っ た の で 、楽 し み に し て き た 」「 広 報 を 見

た 。 野 寺 の 鐘 に 興 味 を 持 っ た 」 と の 自 己 紹 介 が あ っ た 。段 落 を 分 け て 一

人 ず つ 「 野 寺 の 鐘 」 を 読 ん だ 。 朗 読 は 、 人 に 聞 い て も ら う こ と を 前 提 と

し て 、 文 章 を イ メ ー ジ し て 表 現 す る 。語 尾 を し っ か り 言 い 切 り 、中 味 を

濃 い も の に す る よ う に す る な ど 、 朗 読 を 行 う 上 で 注 意 す る 点 を 学 ん だ 。 

 

日 時  令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ２ 日 （ 木 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

講 師  話 劇 み の り  山 田  順 子  

⑲  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          秋 の 収 穫 体 験     <一 般 ><２ ７ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

今 回 の さ つ ま い も の 品 種 は べ に は る か で ２ 株 を 収 穫 し た 。さ つ ま い も

の 掘 り 方 や 保 存 方 法 を 説 明 し て い た だ い た 。 参 加 者 は 、「 こ ん な に 大 き

な さ つ ま い も を 収 穫 で き る と は 思 わ な か っ た 」 と 喜 ん で 収 穫 し て い た 。 

 

日 時  令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ ５ 日 （ 土 ） 午 後 ２ 時 ～ ３ 時 （ １ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

参 加 費  さ つ ま い も ２ 株  ６ ０ ０ 円  

講 師  農 業  原 井  正 治  

 

 

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

            人 権 学 習     <一 般 ><２ ８ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

第 ３ ８ 回 栗 原 公 民 館 ま つ り 第 ２ 回 運 営 委 員 会 の 終 了 後 、 人 権 Ｄ Ｖ Ｄ

「 シ ェ ア し て み た ら わ か っ た こ と 」を 上 映 し た 。「 外 国 人 に 関 す る 人 権 」、

「 性 自 認 や 性 的 指 向 に 関 す る 人 権 」、「 外 か ら 見 え に く い 障 害 の あ る 人 の

人 権 」、「 災 害 時 の 人 権 」 の ４ 部 構 成 の 内 容 だ っ た 。  

 

日 時  
令 和 ４ 年 １ ０ 月 ８ 日 （ 土 ） 午 前 １ ０ 時 ～ １ １ 時 １ ５ 分  

（ １ 時 間 １ ５ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  栗 原 公 民 館 ま つ り 参 加 者 ／ ２ ８ 人  

参 加 者 数  １ ０ 人  

 

 

 

 

⑳  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

           伝 統 を 学 ぶ     <一 般 ><２ ９ > 

～ 大 人 の た め の ペ ン 字 教 室 ～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事 業 概 要 】  

１ 回 目 は 楷 書 で の 書 き 方 、２ 回 目 は 行 書 で の 書 き 方 を テ キ ス ト を 見 な

が ら 書 い て 、 講 師 に 添 削 を し て い た だ い た 。  

 不 祝 儀 袋 の 書 き 方 、漢 字 を 大 き め に 書 く 、字 は 縦 長 に 書 く と き れ い に

見 え る な ど 、 分 か り や す く 指 導 し て い た だ い た 。  

 自 分 の 住 所 、 氏 名 の 書 き 方 も 指 導 し て い た だ い た 。  

 受 講 者 か ら は 、「 全 く 習 っ た こ と の な い 行 書 や 不 祝 儀 の 書 き 方 な ど 是

非 や っ て み た か っ た の で 大 変 良 か っ た 」、「 字 を 書 く 楽 し さ を 感 じ ら れ

た 」 な ど の 感 想 が 寄 せ ら れ た 。  

 

期 間  
令 和 ４ 年 ９ 月 ２ １ 日 ・ ２ ８ 日 の 水 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

（ 計 ３ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ６ 人  

参 加 者 数  １ ４ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ２ ３ 人  

 

【 各 回 の 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  

９月２１日（水）  

午前１０時～  

１１時３０分  

楷書での書き方  公益財団法人日本習字教  

育財団  教授   

田尻  蓉子  他  

アシスタント１名  ２  

９月２８日（水）  

午前１０時～  

１１時３０分  

行書での書き方  
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－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 音 楽 を 奏 で る ～ ミ ュ ー ジ ッ ク ベ ル ～  <一 般 ><３ ０ >  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

ミ ュ ー ジ ッ ク ベ ル と ハ ン ド ベ ル の 違 い を 説 明 し 、ミ ュ ー ジ ッ ク ベ ル の

持 ち 方 や 使 い 方 を 話 し た 。 初 め に 簡 単 な 曲「 春 が 来 た 」「 ジ ン グ ル ベ ル 」

を 演 奏 し 、 最 後 に 今 日 の テ ー マ 「 星 に 願 い を 」 を 演 奏 し た 。 手 軽 に 楽 し

め て 面 白 か っ た 。み ん な で 一 つ の 曲 を 演 奏 す る の が 楽 し い 」と の 感 想 を

頂 い た 。  

 

日 時  令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ７ 日（ 土 ）午 前 １ ０ 時 ～ 正 午（ ２ 時 間 ） 

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  ９ 人  

講 師  Ｏ ｃ ａ ｒ ｉ ｎ ａ 潮 彩  窪 田  敦 子  

 

 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

音 楽 を 学 ぶ ～ 合 唱 の 楽 し み ～  <一 般 ><３ １ > 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

混 声 合 唱 団 「 響 」、 ア ン サ ン ブ ル ・ リ ラ の 会 員 の 協 力 も あ り １ ８ 人 の

参 加 と な る 。 源 田  俊 一 郎 編 曲 の 「 ふ る さ と の 四 季 」 か ら 「 春 の 小 川 」、

「 朧 月 夜 」、「 鯉 の ぼ り 」、「 茶 摘 」、「 夏 は 来 ぬ 」 を 合 唱 し た 。 ま ず 、 歌 う

前 に 体 を 動 か し て リ ラ ッ ク ス し 、そ れ か ら 発 声 練 習 を し て 、上 下 の パ ー

ト に 分 か れ て 歌 っ た 。息 の つ ぎ 方 、 息 の 吐 き 方 、 声 の 出 し 方 な ど を 指 導

し て い た だ き 、 最 後 に ５ 曲 通 し て 歌 っ た 。 参 加 者 か ら は 、「 す ご く 楽 し

か っ た 。先 生 の 講 義 も と て も 分 か り や す く 、久 し ぶ り に 大 声 で 歌 っ て 楽

し か っ た 」、「 日 本 語 の う た の 歌 い 方 に つ い て も 勉 強 に な っ た 」な ど の 感

想 が あ っ た 。  

 

日 時  令 和 ５ 年 ３ 月 ９ 日 （ 木 ） 午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ ２ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  １ ８ 人  

講 師  栗 原 公 民 館 サ ー ク ル  混 声 合 唱 団 「 響 」 講 師  田 中  豊 輝  

 

㉒  



－１６－ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          コ ス モ ス 学 級    <高 齢 者 > <３ ２ >  

～ シ ニ ア ラ イ フ の 学 習 講 座 ～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概要】  

人 前 での話 し方 の基 本 では、前 半 は 「話 す前 に考 えること 」 、 「 どのように話

す」 、 「大 勢 の前 であがらずに堂 々と話 せるようになるには」を学 び、後 半 は北 原

白 秋 の詩 を読 み、「早 口 言 葉 」を実 践 で行 った。最 後 に受 講 者 は、お題 「今 の楽

しみ」を入 れて、自 己 紹 介 をした。講 師 から、講 評 を頂 いた。  

  シニアライフの片 付 け講 座 では、片 付 けって何 ？・片 付 けの効 果 ・物 の持 ち方

の傾 向 ・片 付 けの手 順 を話 した。片 付 けは、使 った物 を元 に戻 す。練 習 すれば片

付 けの基 本 ができてくる。物 が混 在 していると片 付 けが難 しい、使 う物 と使 わな

い物 を分 けるなど、家 の中 から物 を出 す仕 組 みを作 ることを教 わった。  

 また、居 間 ・リビングでの転 倒 事 故 が多 いことから足 元 ・廊 下 ・入 口 に物 を置

かないことを学 んだ。  

 

期 間  令 和 ４ 年 １ ０ 月 ７ 日 ・ １ ４ 日 の 金 曜 日 （ 計 ２ 回 ）  

（ 計 ４ 時 間 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ ２ ０ 人  

参 加 者 数  １ ６ 人 、 延 べ 参 加 者 数 ２ ６ 人  

  

【 事業内容】  

回  日  時  概  要  講  師  

１  
１０月  ７日（金） 

午前１０時～正午  
人前での話し方  

読売・日本テレビ

文化センター  

鈴木  貞夫  

２  
１０月１４日（金） 

午前１０時～正午  
シ ニ ア ラ イ フ の 片 付 け 方  

整理収納アドバイ  

ザー  

小林  みか  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

          コ ス モ ス 学 級 Ⅱ   <高 齢 者 ><３ ３ > 

～ 小 品 盆 栽 を 学 ぶ ～  
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

【 栗 原 公 民 館 】  

【 事業概容】  

木 にふさわしい栽 培 、管 理 法 、仕 立 て方 など盆 栽 につて学 ぶ。  教 材 は、暑 さ

寒 さに強 く、丈 夫 で育 てやすい盆 栽 の代 表 種 として真 柏 （ヒノキ科 ）を使 いミニ

盆 栽 を作 った。植 え替 え・用 土 ・剪 定 ・芽 摘 み・針 金 掛 け・水 やり・置 き場 所 ・肥

料 ・病 害 虫 など盆 栽 の知 識 を丁 寧 に教 わった。 「講 師 の説 明 が分 かりやすく安

心 して実 技 ができた。受 講 者 が少 人 数 だったため、個 別 のアドバイスを頂 けた 」

の感 想 を頂 いた。  

 

期 間  令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 （ 金 ）  

午 前 １ ０ 時 ～ 午 前 １ １ 時 ３ ０ 分  （ １ 時 間 ３ ０ 分 ）  

対 象 ／ 定 員  市 内 在 住 又 は 在 勤 の 方 ／ １ ０ 人  

参 加 者 数  ３ 人  

参 加 費  材 料 費 ３ ， ０ ０ ０ 円  

講 師  大 宮 盆 栽 協 同 組 合 藤 樹 園  原  文 夫  

  

 

 

 

㉔  


